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一
手
作
り
の
楽
し
さ

　
　
慕
、
　
　
い
っ
ぱ
い
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
ど
も
工
作
教
室

　
　
　
ヤ

　
麟
哩
　
　
　
　
「
ど
う
も
上
手
に
け
ず
れ
な

　
　
　
　
　
い
や
己
と
、
頭
な
ら
ぬ
腕
を
悩

　
　
　
　
　
ま
せ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
。

　
　
　
　
　
　
去
る
七
月
二
十
三
・
四
日
の

　
　
響
　
　
　
昔
な
が
ら
の
手
作
り
の
竹
工
作

　
　
　
　
　
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う

　
　
　
　
　
と
、
中
央
公
民
館
で
子
ど
も
工

　
　
鵜
ラ
．

　
　
　
　
　
作
教
室
が
開
か
れ
、
竹
ト
ン
ボ

　
　
噸
一
．
　
や
ブ
ン
ブ
ン
の
竹
工
作
に
第
二

　
　
階
．
　
　
小
の
三
年
生
鈴
木
め
ぐ
み
さ
ん

騨
ヂ
茜
＋
人
が
ち
ょ
う
戦
蒸

　
響
騨
ψ
　
　
竹
の
割
り
方
、
け
ず
り
方
か

－
、
、
轟
剛
雅
蜀
彗
溺
魏

　
　
　
　
　
は
戸
惑
い
気
味
の
様
子
だ
っ
た

　
　
　
　
“
が
、
慣
れ
る
に
つ
れ
て
手
付
き

　
　
　
　
「
、
顔
は
、
日
ご
ろ
の
学
習
態
度
か

　
ダ 、

　
騰
　
二
日
問
現
代
っ
子
た
ち
に
も

　
響
藩
婁
篶
㌫

”
　
　
　
早
も
あ
ざ
や
か
に
。
竹
を
け
ず
る

興蝦

　
ら
は
考
え
ら
れ
な
い
厳
さ
だ
っ

　
た
。

　
出
来
上
っ
た
あ
と
、
外
に
飛

　
び
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
”
力
作
”

　
の
飛
び
く
ら
べ
な
ど
を
楽
し
ん

　
で
い
ま
し
た
。
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史跡のまち

交
化
財
と
の

　
　
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

ー
侮
－

　
　
　
　
白
石
市

　
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
白
石
は
、
史

跡
や
文
化
財
の
宝
庫
で
す
。
片
倉
家

の
居
城
で
あ
っ
た
益
岡
城
を
は
じ
め
、

旧
七
ヶ
宿
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄

え
た
上
戸
沢
・
下
戸
沢
の
両
集
落
。

　
今
も
往
時
の
面
影
を
色
濃
く
残
す

武
家
屋
敷
通
り
、
ま
た
国
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
材
木
岩
や

そ
の
周
辺
の
植
物
群
、
・
て
し
て
県
指

定
技
術
工
芸
で
あ
る
白
石
和
紙
す
き

技
術
と
、
学
術
上
重
要
な
文
化
財
・

史
跡
が
数
多
く
存
在
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
市
内
に
散
在
す
る
史

跡
や
文
化
財
を
維
新
史
跡
や
渓
谷
散

策
ル
ー
ト
、
ま
た
巨
木
・
信
仰
ル
ー

ト
な
ど
と
ユ
ニ
ー
ケ
に
、
体
系
的
に

噂躯糠

十
七
の
見
学
ル
ー
ト
に
分
け
、

繍
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ガ

∫

毒華轡

置議
ら
ル
！
ト
を
訪
れ
る
人
が
楽
し
く
分

か
り
や
す
く
見
て
回
れ
る
よ
う
案
内

板
や
説
明
板
、
ル
i
ト
マ
ッ
プ
な
ど

の
整
備
を
進
め
、
文
化
財
や
史
跡
の

保
存
・
活
用
を
は
か
っ
て
い
こ
う
と

す
る
の
が
“
史
跡
の
ま
ち
づ
く
り
”

事
業
で
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
県
の
新
長
期
総
合

計
画
艮
ふ
る
さ
と
の
歴
史
民
俗
保
存

整
備
計
画
”
の
一
環
と
し
て
、
昭
和

　
　
　
五
十
五
年
度
か
ら
三
ヵ
年
計

．
～
∵
　
画
で
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

f
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響
逡

欝

爵

β
詰

　
　
　
　
　
兜
、
さ
ん
が
す
で
に
知
っ
て
い
る

　
　
　
　
な
く
な
っ
た
石
仏
、
、
、
ま
た
、
伝
説
・

　
　
　
　
伝
承
の
残
る
文
化
財
な
ど
、
当
時
の

　
　
　
　
庶
民
の
生
活
を
し
の
ば
せ
る
も
の
が

　
　
　
　
数
多
く
織
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
わ
た
し
た
ち
の
祖
先
が
大
切
に
残

　
　
　
　
し
て
く
れ
た
史
跡
や
文
化
財
が
、
あ

　
　
　
　
な
た
と
の
ふ
れ
あ
い
を
ま
っ
て
い
ま

難
．
潔
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霧
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観
音
な
ど
争
で
は
顧
み
ら
れ

　
　
　
F
、
、
遡
、

ヲ
騨

そ
の
一
年
次
と
し
て
昨
年
度

は
「
市
内
の
史
跡
と
文
化
財

ル
ー
ト
」
、
「
片
倉
家
廟
所
ル

：
卜
」
と
「
維
新
史
跡
と
石

造
物
ル
ー
ト
」
な
ど
五
個
所

の
ル
ー
ト
で
ブ
ロ
ッ
ク
ル
ー

ト
案
内
板
・
説
明
板
な
ど
の

設
置
を
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
ル
ー
ト
の
中
に
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轟
轟
「

勘

瞬
益
岡
城

　
天
正
一
九
年
（
一
五
九
一
）
に
蒲

生
氏
家
臣
蒲
生
源
左
衛
門
郷
成
は
白

石
城
を
築
城
し
た
。
慶
長
五
年
（
一

六
〇
〇
）
関
ケ
原
合
戦
の
直
前
、
伊

達
政
宗
は
白
石
城
を
攻
略
し
、
伊
達

氏
家
臣
片
倉
小
十
郎
に
よ
っ
て
大
改

修
が
な
さ
れ
た
。
以
後
明
治
維
新
ま

で
二
百
六
十
余
年
間
片
倉
氏
の
居
城

と
な
っ
た
。
元
和
の
一
国
一
城
令
以

後
も
仙
台
藩
は
青
葉
城
と
白
石
城
の

噛
　
　
　
繊
熱

　
　
　
露

　
　
　
矯
覇

こ
城
が
許
さ
れ
、
明
治
維

新
に
は
奥
羽
越
列
藩
同
盟

が
こ
の
城
で
結
ば
れ
る
な

　
す
。

　
　
さ
あ
、
あ
な
た
も
、
案
内
板
や
説

　
明
板
な
ど
を
た
よ
り
に
、
郷
土
に
残

　
る
文
化
財
を
見
て
回
り
ま
せ
ん
か
。
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冊
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難
　
　
　
　
、
・
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講
離翔響騰

ど
日
本
の
歴
史
の
転
換
期
に
は
一
役

を
担
う
重
要
な
城
で
あ
っ
た
。

魂
薯
駅
吉
徒
歩
雰

■
世
良
修
蔵
の
墓

　
成
辰
の
役
に
世
良
修
蔵
は
奥
羽
鎮

撫
総
督
府
下
参
謀
と
し
て
来
仙
し
た

が
、
仙
台
・
米
沢
藩
を
「
仙
米
賊
」

と
言
い
ふ
ら
し
、
そ
の
言
動
に
憤
激

し
た
仙
台
藩
士
の
た
め
に
福
島
で
斬

殺
さ
れ
、
首
は
自
石
森
合
の
月
心
院

に
葬
ら
れ
た
。

暢
宮
交
バ
ス
／
仙
台
行
暑
大
橋

　
　
下
車
徒
歩
5
分

■
鷹
巣
古
墳
群

　
古
墳
は
歴
巣
丘
陵
一
帯
に
四
十
八

基
が
点
在
し
て
い
た
。
鷹
巣
古
墳
群

中
最
大
の
瓶
ヶ
盛
古
墳
は
、
長
さ
五

十
六
后
で
埴
輪
を
め
ぐ
ら
す
前
方
後

円
墳
で
あ
る
。
こ
の
古
墳
公
園
内
に

は
箱
式
石
棺
と
横
穴
式
石
室
が
復
元

移
築
さ
れ
て
い
る
．

“
自
石
駅
よ
り
訓
練
校
へ
向
つ
て

　
　
徒
歩
1
5
分
。

■
菊
面
石

　
こ
の
岩
石
は
、
通
称
菊
面
石
と
い

わ
れ
、
日
本
で
は
他
に
二
・
三
個
所

か
ら
同
種
類
の
も
の
が
産
出
す
る
だ

け
で
あ
り
、
外
国
で
は
ナ
ポ
レ
オ
ン

の
生
地
コ
ル
ン
カ
島
か
ら
出
る
の
で

「
ナ
ポ
レ
オ
ン
石
」
と
呼
ば
れ
る
。

“
国
鉄
バ
ス
／
角
田
行
犬
卒
都
婆

　
下
車
徒
歩
3
0
分
。

3



．
醗

8
月
1
4
㊧
15
㊤

さ
あ
！

鑛
　
．
’

￥

　伽喬
　轡物
　　語穆寄

轍鞠

♂
法

鐡
麟
．

あ
な
た
も
♂

　
　
’
翼
毒

　
趨
野

葦
　
　
　
繍

　
　
　
　
耀

饗
｛、

鞠
璽
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
、
寒
¢
｝
＾
￥
㌧

　
　
　
　
　
、
緊

　
態
・
炉
擁
．
㍉

　
　
　
膿

　
灘

篠
、
宮
ヤ
、
・

罎

響
響

レ流しう一めん（七十七銀行前）

　わんこう一めん（まるいち前）

　　　　　　⑭13時～16時⑮10時～16時

〉青空こけし実演大会（駅前）

　　　　　　⑭13時～16時⑮10時～16時

〉白石ふるさとおどり（亘理町一長町一中町

　　　⑮14時・19時の2回一駅前・本町

』
参
加
を
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
真
夏
を
彩
る
市
民
み
ん
な
の
ま
つ
り
〃
し
ろ
い
し
夏
ま
つ
り
”

が
、
こ
と
し
も
八
月
十
四
・
十
五
日
の
一
百
間
盛
大
に
お
こ
な
わ

れ
ま
す
。

　
流
し
う
ー
め
ん
、
青
空
こ
け
し
実
演
大
会
、
チ
ン
ド
ン
マ
ン
大

会
な
ど
、
だ
し
も
の
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
ま
つ
り
は
相
当
の
人
出
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
み
ん
な
が
譲
り
合

い
、
協
力
し
合
っ
て
、
出
合
い
と
ふ
れ
あ
い
の
楽
し
い
ま
つ
り
に

し
ま
し
ょ
う
。

4

〉宮城白石ふるさと音頭（駅前通り）

　　　　　　　　　　　⑮15時～16時

＞チンドンマン大会（駅前通り）

　　　　　　　　　　　　⑮13時～17時

〉盆おどり（駅前広場）　⑫・⑬19時～21時

　　〃　（長町通り）⑭・⑮19時～21時

〉チビッコ相撲大会（中央公園）⑯17時～20時

　　　白石川フェステイパル
　真夏の空の下、臼石川とふれあいながら楽しい一日をすご

す「白石川フェスティバル」が行われます。ご家族でどうぞ

〉日時　8月9日（日1午前9時より
〉場所　自石大橋下流の河原

レ催し物魚の手づかみ、臼石川の歌発表会、川遊び、模擬店

　　なお、高校生以上の方は、賛助金として1人300円をい
　ただきます、、

〉主催　白石青年会議所・白石川を守る会など。

新幹線停，轍～
　
待
望
矢
し
か
っ
た
東
北
新
幹
線
は
、

い
よ
い
よ
昭
和
五
十
七
年
春
開
業
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
東
北
地
域
門
発
の
根
幹
的
施
設
と

し
て
大
き
な
役
割
を
担
う
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
、
一
日
も
早
い
開
業
を

待
ち
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
．

　
本
市
に
設
置
さ
れ
る
停
車
駅
名
に

つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら

検
討
し
て
国
鉄
が
決
定
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
か
、
市
で
は
蔵
王
町
、
白

石
商
工
会
議
所
、
白
石
市
農
業
協
同

組
合
そ
の
他
広
く
市
民
の
皆
様
か
ら

種
々
ご
意
見
を
賜
り
、
市
に
お
い
て

も
去
る
四
月
市
民
の
中
か
ら
千
名
の

方
を
無
作
為
抽
出
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
こ
れ
ら
ご
意
見
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
等
を
踏
ま
え
、
去
る
六
月

二
十
四
日
、
白
石
市
議
会
に
お
い
て

停
車
駅
名
は
「
新
白
石
駅
」
が
適
当

と
の
意
見
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

市
は
二
の
ほ
ど
国
鉄
仙
台
鉄
道
管
理

局
長
あ
て
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

新
幹
線
駅
名

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

〔
．

に
○
印
を
付
け
た
主
な
意
見

○
「
新
白
石
駅
」
か
よ
い
と
思
う
。

こ
れ
以
外
の
名
称
に
す
る
と
そ
の
名

称
と
白
石
と
の
つ
な
か
り
が
な
く
、

全
然
別
の
イ
ノ
ー
ジ
に
な
っ
て
し
ま

う
、
，
冒

る
よ
う
に
大
変
わ
か
り
易
く
て
良
い
。

○
み
ん
な
で
話
し
合
っ
た
結
果
、
新

し
い
白
石
の
意
味
か
ら
「
新
白
石
駅
」

に
し
た
。

o
他
の
駅
名
に
す
る
と
白
石
と
い
う

市
名
か
薄
れ
で
、
ゆ
く
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。

o
「
新
白
石
駅
」
で
よ
い
，
白
石
市
の
イ

メ
ー
ジ
を
適
確
に
表
す
名
称
は
他
に

見
い
出
せ
な
い
し
、
混
乱
を
生
ず
る
。

ま
た
、
東
海
道
新
幹
線
の
「
新
横
浜

駅
」
、
　
「
新
大
阪
駅
」
な
ど
の
よ
い

例
も
あ
る
、

例
と
し
で
、
「
新
大
阪
駅
」
と
あ
　
◎
に
○
印
を
付
け
た
主
な
意
見

劉
壕
響
雛
齢
鰭
「
課
蜘
／
，
ン
ー
ー

新
白
石
駅
は
言
霊
か
ら
言
っ
て
発
展
V
中
市
重
も
　
　
進

※　回叫叉枚：数6！4枚　 回耳又率61．40

　　qウ

75．6

回答数深回

　　へ

464④仮称で呼ばれてきた「新白石駅」でよ

24．4150◎仮称を改め、変えた方がよ

＠による名称内訳

回答数称名回答数称名

1東白石駅35蔵王白石駅

1白石中央駅22白石蔵王駅

1白石新駅19
1エコー白石駅16

表蔵王駅

蔵・王駅

1陸奥白石、駅9

1仙南白石駅
〔『

南蔵王駅

新蔵王駅

1峯　駅白5宮城蔵王駅

性
が
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

○
蔵
王
観
光
が
山
形
県
に
負
け
で
、
い
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

る
よ
う
な
気
が
す
る
の
て
、
　
「
白
石
、

蔵
王
駅
」
が
よ
い
．
　
　
　
　
　
　
、
、

・
広
域
的
利
用
駅
と
し
て
「
仙
南
良

石
駅
」
が
よ
い
。
白
石
市
民
だ
け
の
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

駅
で
な
い
こ
と
を
表
わ
す
の
に
ふ
さ
、

わ
し
い
名
称
だ
。
　
　
　
V

O
具
体
的
な
名
称
は
考
え
つ
か
な
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

か
、
　
「
新
白
石
駅
」
で
は
あ
ま
り
に
、

も
平
凡
す
ぎ
る
。
も
っ
と
入
目
を
ひ
Y

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

く
名
称
を
考
え
た
方
が
よ
い
。
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
．

9〕

みちのく駅3

1駅貧
、くまこ1

1益岡駅1

1古隻　　　亥郎　　　，匿尺1

不　忘　駅

陸前蔵王駅

蔵王雪駅

ざおう駅
2倉　駅片3宮城白石駅

73南白石駅
4石　，駅白

「へ“寓4『『皿いい嬬醇蔽1毒董設蕨三ジタ＝履嘉篇1η

に～N＿＿N＿～、N＿＼｝一、“一．．．＼＼NNN．、、．＿．＼N．＼．＼～．、嘔、．、．、、、、NNNり、、～、＿N、、r～．、＼、、、、J
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味
自
慢
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
や
し
㎜
9
、
い
り
ゴ
マ
大
さ
じ
一
　
　
に
通
し
て
か
ら
水
に
入
れ
、
斜
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杯
、
き
ゅ
う
り
2
本
、
生
わ
か
め
5
0
　
　
薄
切
り
に
し
て
、
さ
ら
に
線
切
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
、
紅
し
ょ
う
が
少
々
、
中
華
風
三
　
　
に
し
、
冷
水
に
入
れ
パ
リ
ッ
と
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
D
　
　
杯
酢
（
酢
大
さ
じ
4
杯
．
醤
油
大
さ
　
　
せ
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嬉
印
　
　
じ
4
杯
．
砂
糖
大
さ
じ
％
杯
．
ゴ
マ
　
⑤
　
も
や
し
は
ゆ
で
、
水
気
を
切
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
し
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
（
　
　
油
大
さ
じ
1
杯
・
と
き
が
ら
し
小
さ
　
　
生
わ
か
め
は
塩
気
を
と
っ
て
水
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
じ
1
杯
）
、
調
味
料
少
々
。
　
　
　
　
　
　
も
ど
し
、
食
ぺ
や
す
い
大
き
さ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
　
　
　
【
作
り
方
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
切
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
　
　
　
①
ま
ぐ
ろ
は
塩
小
さ
じ
渥
杯
と
酒
　
⑥
平
の
器
に
春
さ
め
を
盛
り
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
さ
じ
2
杯
で
下
味
を
つ
け
る
。
　
　
の
上
に
③
④
⑤
の
具
を
色
ど
り
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
春
さ
め
は
五
分
程
ゆ
で
、
冷
水
　
く
盛
り
つ
け
、
い
り
ゴ
マ
を
ふ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
さ
ら
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
後
に
紅
し
ょ
う
が
を
添
え
る
。

は
る
さ
め
と
ま
ぐ
ろ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
①
の
ま
ぐ
ろ
を
蒸
器
に
入
れ
て
、
※
夏
の
暑
い
日
に
は
、
氷
を
上
に
の

　
　
　
　
　
　
華
風
合
え
　
　
　
一
〇
分
程
蒸
し
・
そ
れ
を
薄
く
切
　
せ
て
冷
た
く
し
て
食
べ
る
と
・

　
【
材
料
一
　
（
四
人
分
）
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
お
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
一
層
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま

春
さ
め
m
9
、
ま
ぐ
ろ
の
切
身
㎜
9
、
④
き
ゅ
う
り
は
塩
で
も
み
、
熱
湯
　
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
　
熱

　
　
　
魔
法
ビ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
魔
法
ビ
ン
の
中
ガ
ラ
ス
の
厚
み
は
、
柄

一
・
六
ミ
リ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
　
す

れ
以
上
厚
く
す
る
と
、
急
激
な
変
化
　
く

に
耐
え
ら
れ
な
く
な
る
か
ら
で
す
。

　
温
度
の
変
化
に
よ
っ
て
、
ガ
ラ
ス
　
い

が
伸
び
縮
み
す
る
比
率
、
膨
張
係
数
　
氷

は
、
小
さ
い
程
変
化
に
強
く
、
普
通
　
入

　
　
．
消
費
考

の
ガ
ラ
ス
を
百
と
す
る
と
、
魔
法
ビ
　
た
り
、
逆
に
熱
湯
の
後
に
、
急
に
氷

ン
は
六
十
五
で
す
か
ら
、
ガ
ラ
ス
コ
　
を
入
れ
る
こ
と
も
避
け
ま
し
ょ
う
。

ッ
プ
な
ど
よ
り
は
、
ず
っ
と
熱
の
変
　
　
こ
の
よ
う
に
、
中
ビ
ン
を
注
意
し

化
に
強
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
　
　
て
扱
え
ば
、
ポ
ン
プ
の
な
い
普
通
の

　
し
か
し
、
目
に
見
え
な
い
程
の
小
　
魔
法
ビ
ン
な
ら
十
年
以
上
、
ポ
ン
プ

さ
な
キ
ズ
が
つ
い
た
だ
け
で
も
、
耐
　
式
の
場
合
も
、
給
水
ポ
ン
プ
の
蛇
腹

熱
性
は
半
分
以
下
に
な
っ
て
し
ま
い
　
を
交
換
す
れ
ば
十
年
は
も
ち
ま
＋
。

ま
す
。
そ
こ
で
、
内
側
を
洗
う
時
は
、

柄
の
つ
い
た
ス
ポ
ン
ジ
で
静
か
に
こ

す
り
、
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
扱
っ
て

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
、
㌧
脅
巽
－

　
温
度
変
化
も
、
で
き
る
だ
け
小
さ
　
　
爵
崇
．
』
凝
・

い
に
こ
し
た
こ
と
壕
い
の
で
す
・
　
胃
ゼ
溢
、
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
、
γ
晦
、
r

氷
を
入
れ
る
時
は
、
ま
ず
飲
み
物
を
　
’
．
夢
、
、
講
．
欝

入
れ
て
か
ら
に
す
る
こ
と
。
氷
で
冷
　
　
　
　
海
辞
　
　
　
　
ザ
〆
「
卿

え
た
ビ
ン
の
中
に
急
に
熱
湯
を
入
れ
　
　
　
　
抽
　
　
　
・
ぷ
鷺
駅
薙
羅

消費生活モニター調査結果 調査日　昭和56年7月1E【白石市

品 名

1．砂 糖

2．し　ょ　う油

3、天♂｝ミら享由

4．小　麦　粉
、
ノ食

タ6

7。即席ラーメン

8．マーガリン
9．カレーライス

10，ラ　ッ　プ

11，ティッシュペーパー

12、理　髪　料

13，パーマネント料

14．プロパンバス

15．灯 油

銘柄　規格
上白糖 1kg

本醸造 濃口解上級
（ビン代含）

1，650g （L8召）

薄力粉　一等級　　1kg

並　食　　1　斤
カ，しトン入 225g

JAS中華めん　　1ケ

ソフト225g　カルトン入

並 皿

幅30cm・長さ20m　1巻

400枚〔21）0組〉紙箱入り

小学生調髪（洗髪含・）1回

コールド
1ショートカノト、セノト含）

5㎡

182 （配達料・込）

最高値

310

575

600

225

160

380

70

250

400

230

180

1，300

6，000

2，650

1，550

最低薩

268

528

515

175

120

338

65

183

4α）

140

125

1，200

4，500

2，405

1，440

平均値

296

551

547

201

138

357

67

203

41）0

193

145

1，271

4，916

2，538

1，517

対前月価格比

△3

り
O

△3

△4

△1

22

99，4

1011

1022

99．1

98，0

99．3

101，4

騒平潔

291）

520

542

192

139

350

64

195

387

208

152

1，379

4，732

2，519

・1，505

翻南地籍

296

511

549

195

138

353

65

196

398

198

153

1，330

1，865

2，605

1，507

備　　考

上昇品目：小麦粉、食

パン、灯油〔3品目）

下降品目：天ぷら油、

　ベター、ティシュペ

ーノぐ一、マーガリン

横ばい品目：破糖、し

　ょう油、即席ラーメ

　ン、カレーライス、

　ラップ、理髪料、パ

ーマネント料、プロ

パンガス

寸評：食パンの値上｝）

は、4月の消費者麦

価の値上げ等が小売

価格に影響を与えて

いるものと思われる。

灯油については県平

均では横ばい状態と

　なっている。
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　　　　　　　　　　サ　ぽ　ゴ　ラ　さ　チい　ドぽマ　さ　アタ

馨．　、欝ダ野饗轡轡鯉

餐畜員、、篶，饗購継

　500冊の児童書を展示
　　　　　　　○一子どもの本の展示会

　子どもの心の成長を助け、夢を育てる児童書を多く

の方に見てもらおうと、7月17日から2！日までの4日

間、．市図書館2階文化室で子どもの本の展示会が開か

れました。会場には、外国の児童書を翻訳した外国の

絵本や科学絵本、昔話・民話など500冊の児童書が展

示されました。また、ことしは国際障害者年というこ

とで、障害者を理解する本や障害者自身が書いた本な

ど、障害者に開する児童書も可能な限り集めてみました。

　　　各競技で大熱戦
　　　　　　　　　　○一総合体育大会

　白石市の第21回総合体育大会が、7月12日に開かれ

ました。

　臼石中学校校庭に約三百入が参加して開会式が行わ

れたあと、それぞれの会場にわかれ、水泳・陸上・卓

球・剣道・庭球など13種目に熱戦を展開しました。

　団体種目では卓球一般は男子が白愛会、女子が東北

アツギ、またバレーボールの女子ではやまぶき愛好会

が昨年に続いて優勝し「ました，

義
　
　
　
篭
、
ぎ
藁

　
　
　
欝
、
暫

欄
・
鍵

鮎

・

嬢

藤
㎜

㌧　響㌧『献、饗響響

繁ま熱羅∵☆憂「』鳳
親睦と体力向上をめざし

　　　　　　○一大鷹沢地区民球技大会

　梅雨のあい間をぬって、去る7月5日、恒例の大鷹

沢地区民球技大会が行われました。

　大会のねらいは、地区民の親睦と体力の向上をめざ

したもので、今年で5回目になります。

　大会は、男女混合のソフトボールと家庭バレーボー

ルの2種目で熱戦を展開。試合中に勢い余ってしりも

ちをついてしまったり、大声の声援に照れてしまった

りと、笑いがいっぱいの和やかな1日でした。

　　新しいプールで初泳ぎ
　　　　　　　　○一越河小プール完成

　越河小学校（横田宗幸校長、児童数224入）の新プ

ー7レがこのほど完成し、7月13日に落成式とプール開

きが行われました。

　今まで使用してい，たプールの老朽化がびどいため、

新設レたものです。新しいプールはアルミ合金板で作

られ、25メートルの6コースがとれます。

　プ▽ル開きでは、南中学校のお兄さんやお姉さんた

ちの模範水泳のあと、泳ぐ時の注意と準備運動をして

プールヘ。みんな体いっぱい新プールでの初泳ぎを楽

しんでいました。

、
一
響
舞

　
　
　
承
揮
．榊

募

霧
孟
等

、
撫
』
、
　
御
欝
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h
　1　

　　ー

　
　
　
　
　
　
愈

登市

場民

白
寿
を
迎
え

　
　
ま
す
ま
す
元
気

　
　
　
　
　
　
　
　
門
馬
す
ゑ
さ
ん

㌦、

藷億

　
踊

ぐ
き
￥

副

£［

～
蝕
㎏

ず
．，

楓

』
　
「
自
分
の
好
き
な
二
と
を
や
る
の
が
一
番
だ

ナ
」
と
、
長
寿
の
秘
け
つ
を
ハ
ッ
キ
リ
し
た
口

調
で
語
っ
て
く
れ
る
門
馬
さ
ん
”
福
岡
蔵
本
下

　
こ
の
ほ
ど
め
て
た
く
九
十
九
歳
の
”
白
寿
〃

を
迎
え
ま
し
た
．
明
治
十
五
年
六
月
二
十
氏
日

生
れ
で
、
、
市
内
で
は
、
斎
川
に
住
む
百
二
歳
の

村
上
と
く
さ
ん
に
次
く
長
寿
者
。

　
す
ゑ
さ
ん
は
、
足
と
目
が
や
や
不
自
由
だ
が

元
気
い
’
．
ば
い
．
、
日
か
な
一
日
好
き
な
編
み
物

を
す
る
の
が
日
課
だ
そ
う
だ
。

　
ご
主
人
か
早
く
他
界
し
た
た
め
苦
労
も
多
か

っ
た
妾
、
う
で
す
が
、
今
で
は
息
子
さ
ん
と
お
孫

さ
ん
夫
婦
に
囲
ま
れ
て
の
幸
せ
な
余
生
。

　
白
寿
の
お
祝
い
に
と
、
市
長
か
ら
額
縁
入
り

の
祝
辞
と
金
杯
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
す
ゑ
さ

ん
は
、
　
「
涙
で
る
ほ
ど
う
れ
す
い
…
…
」
と
み

ん
な
に
囲
ま
れ
て
う
れ
し
そ
う
だ
っ
た
。
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昔
か
ら
本
町
・
中
町
・
長
町
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
く
ら
ニ
う

亘
理
町
・
短
ケ
町
・
新
町
を
六
町

と
呼
び
、
も
と
も
と
宿
場
町
と
し

て
作
ら
れ
、
後
に
町
人
の
街
に
な

っ
た
Q

　
　
　
　
　
　
け
ん
だ
ん

　
ど
の
町
に
も
検
断
（
宿
，
場
取
締

　
　
　
　
　
　
　
　
と
ん
　
や
　
ば

り
役
人
）
が
お
り
、
問
屋
場
（
荷

物
を
積
み
お
ろ
す
場
所
）
が
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
ぱ
ん

た
。
そ
し
て
毎
月
、
当
番
を
き
め

て
街
道
を
通
る
旅

行
者
に
馬
や
人
足

9

を
手
配
す
る
仕
事

を
藩
か
ら
請
け
負

わ
さ
れ
て
い
た
。

　　
　
　
　
　
　
　
い
ち

あ
と
に
六
町
は
市

艸を
開
く
特
権
を
与

　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　

騨
え
ら
れ
、
二
と
七

り

岬
の
日
つ
ま
り
月
六

騨
　
　
　
　
　
い
判
は

圃
回
、
交
替
で
市
場

嘲
　
を
媛
貯

囎
に
い
旨

職
町
の
名
は
仙
台

晒

地名アレコレ

も
の
で
は
な
く
、
江
戸
時
代
初
期

宿
場
町
の
町
名
と
し
て
一
般
的
な

通
称
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
長
町
は
古
い
図
に
加
町
と
書
い

て
あ
り
、
加
が
も
と
の
字
で
、
あ

と
に
短
ケ
町
が
で
き
て
か
ら
長
の

字
に
変
っ
た
も
の
と
思
う
。
亘
理

町
は
片
倉
景
綱
に
従
っ
て
亘
理
か

ら
来
た
濃
離
の
寺
、
亘
理
山
刊
奪

　
　
　
　
　
　
院
が
町
内
に
あ
っ

　
　
　
　
　
　
た
の
で
つ
い
た
町

　
　
　
　
　
　
名
で
あ
ろ
う
。
短

　
　
　
町

　
　
　
六

④
の

　
　
　
石

　
　
　
白

岬
藩
の
後
場
町
で
は
町
名
に
多
く
つ

卿
け
ら
れ
た
。
仙
南
で
は
角
田
・
船

酔
岡
．
融
遅
ド
丸
森
な
ど
、
仙
北
で

『
無
由
尻
痛
谷
看
拳

醗岬　
　
　
　
　
　
ヒ
み
　
や
　
　
　
　
わ
　
ふ
ち

松
山
・
塩
釜
・
富
谷
・
和
渕
な
ど

ゆ・
に
同
じ
町
名
の
例
が
あ
る
。
　
（
土

噸

糀
駿
娠
繭
擁
論
グ

ら
こ
れ
ら
三
つ
の
町
名
は
独
特
な

が
で
き
た
よ
う
で

に
干
手
院
の
門
前
町
の
よ
う
に
亘

理
町
が
、
次
に
短
ケ
町
が
西
へ
少

し
伸
び
、
最
後
に
西
は
ず
れ
に
新

町
が
逐
次
整
備
さ
れ
、
寛
永
年
代

に
は
六
町
が
で
き
あ
が
っ
た
の
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）

く
、
片
倉
氏
入
城
舳

　
　
　
　
　
　
　
マ

　
あ
る
。
そ
の
後
酬

　
　
　
　
　
　
　
榊

ケ
町
攣
窪
潔

亘
理
町
と
新
町
に
か

は
さ
ま
れ
た
短
潔

い
街
の
意
昧
。
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
ヨ

こ
れ
ら
六
町
は
噸

お
重
慰

で
、
．
、
た
の
で
は
譲

以
後
、
最
初
に
本
噸

　
　
　
　
　
　
　
曜

町
・
中
町
・
長
町
卿

帥脚r一㈹一一

イ
ド
ル

わが家のア

亀井由起子ちゃん（桜小路）

　健さん、孝子さんの長女
　パパからひとこと

“心身ともに健康に、そして美し

く育って欲しい。”

　
　
　
噸
．
　
撫
霧
　
ー

顯
、
鰯
粍
萎
舗

　
　
　
　
　
　
門
蓄
薫
，
垂
蝶

．
灘
ド
篇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ

　
憲
謬
　
コ
　
　
　
　
　
」

惣
憲
嚇
　
　
び

沙
望
舞
塁
鼻
蓬
裏
歪
妖
畠
沖
茎
婁
参
そ

「あ

のしわた

劒暫曾勿
遠藤義博（自川小6年）

喫
転

　　’‡鄭’

　　　　　　沸甜

麟麟塊

弄

磯

賜

メ

巧億

伽
灘
轟
癒
慰
舞

　

」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
勉
　
　
帖

ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寒
一
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
謬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衡
－

　
　
　
　
　
　
　
　
毒
へ
．

　
　
、
「
懸
、

　　　市
歌

曽民壇

〔
投
句
さ
れ
る
方
へ
〕
　
　
　
　
　
名
を
明
記
の
う
え
市
総
務
課
広
報

毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
，
係
（
臼
石
市
桜
小
路
三
五
）
へ
。

封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
　
短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霧
は
れ
て
緑
ま
ば
ゆ
き
草
む
ら
に
色
あ
ざ
や
か
な
堆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
の
暗
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
久
美
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕗
の
葉
に
汲
み
て
呑
み
た
る
あ
と
の
あ
る
清
水
流
る

川
股
兵
三
選

朝
々
に
般
若
心
経
唱
え
つ
つ
爽
や
か
な
日
々
願
ふ
て

祈
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

重
な
れ
る
山
を
う
つ
し
て
静
か
な
り
明
日
植
え
る
田

は
鏡
の
ご
と
し
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
文
峯

両
岸
の
真
菰
が
く
れ
に
あ
や
め
咲
く
潮
来
十
二
橋
を

舟
は
行
き
交
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
　
邦
男

畝
ご
と
に
色
付
き
続
く
麦
畠
風
吹
き
揺
れ
て
穂
波
光

れ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
友
　
正
三

幾
十
羽
の
羽
音
響
か
せ
翔
び
立
ち
ぬ
鴨
蹄
き
騒
ぐ
春

の
夕
暮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
秀
代

文
字
う
す
れ
古
碑
静
ま
り
し
山
上
に
若
葉
光
り
て
鶯

の
鳴
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
和
歌
子

9
■
　
＝
■
　
；
9
卍
　
き
＝
距
　
＝

る
と
こ
ろ
ま
で
来
ぬ
　
　
　
　
　
　
遠
藤
　
省
三

隣
家
と
境
界
示
す
ア
カ
シ
ア
の
花
自
々
と
前
土
手
に

咲
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

植
え
た
て
の
田
の
水
温
し
久
・
々
に
素
手
も
て
掬
え
ば

心
安
ら
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

雨
や
み
て
も
や
立
ち
の
ぼ
る
山
裾
に
薄
日
洩
れ
来
て

郭
公
鳴
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
古
城
慎
太
郎

店
先
に
夕
陽
の
淡
く
さ
し
こ
み
て
背
を
む
け
て
立
つ

わ
が
影
長
し
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

朝
露
に
裾
ぬ
ら
し
つ
つ
あ
ぜ
を
苅
り
紫
の
濃
き
あ
ざ

み
残
し
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

起
き
い
で
て
窓
あ
け
見
れ
ば
ひ
ろ
が
れ
る
青
田
に
今

し
朝
日
輝
く
　
　
　
　
　
．
　
　
小
野
嘉
津
子

舘
堀
の
流
れ
に
う
つ
る
藤
の
花
早
き
朝
を
夫
と
な
が

め
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

卜但

壇

鈴
木
貞
二
選

万
緑
は
削
り
し
山
も
押
し
つ
つ
む
　
　
遠
藤
　
省
三

シ
ャ
ン
ソ
ン
も
聴
き
あ
き
て
を
り
留
守
薄
暑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
良
子

田
植
す
み
く
つ
ろ
ぎ
を
り
ぬ
蛙
な
く
　
佐
藤
　
善
夫

つ
ゆ
ふ
く
み
つ
つ
濃
紫
花
菖
蒲
　
　
　
佐
藤
　
周
子

八
重
椿
は
か
な
く
散
り
て
夕
ざ
る
る
　
橋
本
　
秀
代

四
百
年
の
家
系
守
り
ぬ
花
こ
ぶ
し
　
　
高
橋
和
歌
子

園
児
行
く
黄
色
の
制
服
五
月
晴
　
　
　
佐
藤
　
歌
子

薫
風
に
野
づ
ら
の
草
は
ひ
か
り
け
り
　
高
橋
久
美
子

万
緑
に
染
ま
り
て
吾
子
の
駈
け
て
釆
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
民
子

木
犀
の
新
芽
が
の
び
て
小
雨
ふ
る

葉
を
反
ら
し
つ
つ
薫
風
の
渡
り
ゆ
く

新
妻
と
わ
か
る
手
つ
き
の
袋
掛

雪
入
道
田
植
は
と
う
に
終
り
け
り

朝
風
に
ゆ
ら
め
き
藤
の
房
揃
ふ

か
ぐ
わ
し
き
木
の
芽
う
れ
し
く
冷
奴

赤
柄
　
吉
治

柴
内
　
矩
子

大
庭
　
良
子

久
須
見
南
斗

川
村
　
静
江

山
田
　
　
濱

9



圏市職員募集
　昭和57年4月に採用する白石市

職員の採用試験を次の要綱に基づ

き行います。

レ職種と採用予定人員

○中級～保母4名・栄養士1名

O初級～事務（男）若干名・事務

　（女）若干名・土木（男）1名

〉受験資格

（1）中級試験～昭和35年4月2日か

　ら昭和37年4月1日までに生れ

　た者で、職種ごとにそれぞれの

　資格を有する者。または昭和57

　年3月31日までに資格取得見込

　みの者。

（2初級試験～昭和37年4月2日か

　ら昭和39年4月1日までに生れ

　た者。土木にっいては、土木科

　を専攻した者。

（3）中級・初級とも白石市の区域内

　に居住する者とする。

〉第1次試験日

　中級試験は、昭和56年10月4日

　（日）。初級試験は、昭和56年11月

　9日（日）。

〉試験会場

　白石市役所（大会議室）

※第2次試験は、第1次試験合格

　者のみ行います。

〉受験手続

（1）受験申込み～申込み用紙は、市

　役所秘書企画課人事係に用意さ

　れた用紙を使用し、所要事項を

　記入して提出してくださいも

（21申込受付期間～中級試験は、昭

　和56年8月24日（月）から9月5日

　（土）まで。初級試験は、昭和56年

　9月28日（月）から10月12日（月）まで。

　なお、郵送の場合は、それぞれ

　最終日の消印有効。

（3）申込受付時間～平日は午前8時

　30分から午後5時まで（土曜日

　は正午まで）。

〉その他

（1）受験手続その他受験に関する問

　い合わせは、白石市字桜小路35

　臼石市役所秘書企画課人事係

　（内線326）までどうぞ。

（2）受験申込用紙の請求・受験に関

　する問い合わせなどを郵便で行

　う場合は、あて先明記の返信用

　封筒（60円切手貼付）同封のこ

　と。

■自衛官募集
　節度ある団体生活、安定した待

遇です。

〉応募資格　18歳～25歳未満の男

　子（あと半年位で18歳になる方

　でも受験できます。）

》身分　特別国家公務員

〉給与　初任給月額91。600円

　〉応募の相談　市民課、または地

　方連絡部柴田募集事務所（豊柴

　田4－2819）までどうぞ。

　圃文化財愛護友の会

　　　　　　会員募集
　本会では、市内の文化財保護に

　関心を持ち、文化財に関する認識

　を深めようとする人達を募集して

　います。

　〉昭和56年度事業内容

　○文化財めぐり

　○文化財資料の収集・刊行・頒

　　布など。

　○各種研究会・講演会・講座の

　　開設など。

　〉年問会費　1人1，000円

　＞申込み先　教育委員会、または

　各地区公民館へ（会費を添えて）。

　　くわしくは、教育委員会社会教

　育課（内線411）までどうぞ。

活、学習要求ならびに社会教育に

関する」アンケート調査を行って1
　　　　　　　　　　　　　く　います。ーアンケートの方法は、市i

　民3千名の方を無作為抽出し、ア1
き

i並蕩、1鯖欝難薗霧i

…え・返送してくださいますようおl
i願いロたします．

あなたも参加しませんか
　中央公民館では、7月から各種

教養講座を開講いたしました。あな

たも参加して、このチャンスを生

活にいかしませんか。

　くわしくは、中央公民館（智6

－2453〉までどうぞ。

講座名

書道講座

絵画講座

郷土史研究

講　　座

ねらい

書道の基礎

を　学　ぶ

絵画の楽しさ

を　知　る

郷土の歴史と

文化財を知る

期闘

7～3月

〃

〃

講習a
毎週水曜日

午後2～4時

毎週金曜日

午後2～4時

毎月1回

対　象

民市般一

20名

〃

一般市民

30名

場会

中央
公民館

〃

〃

会　費

月

1，000円

〃

テキスト

　代
1，000円

雨富薄

白石雄筆会長

斎藤謙蔵氏

佐々木敏雄氏

白石市文化財保

護委員

　中橋彰吾氏

ノノ

毒

捨

　

翻

脚

．量豊かな暮し

麺

㎏
、 鵬四

’，、一＿’昭塑吃

鰹

．はかりの定期検査手数料について

□

　
　
　
　
年
に
一
度
の
計
量
器
定
期
検
査
が

　
　
　
九
月
に
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
検
査
を

　
　
　
受
ナ
な
い
と
、
今
後
計
量
器
の
使
用

＞
袈
暮
く
言
ま
す
の
で
・
期
間

査
中
に
孝
検
査
を
濤
て
－
だ
さ
い

検　
　
　
　
な
お
　
今
年
度
力
ら
光
電
式
と
電

　
　
　
気
抵
抗
線
式
は
か
り
（
ラ
ベ
ル
プ
リ

期
ン
7
婁
ど
運
搬
困
讐
も
の
を

定
雛
鄭
鷹
駅
軒
絡
澹
謄

器
り
ま
し
た
の
瑠
運
轡
は
＋
分
注

且
里
　
意
民
て
検
踏
を
、
甲
冥
け
て
く
だ
さ
い
。

計　
　
　
　
計
量
は
　
私
た
ち
の
生
活
の
な
か

　
　
　
で
大
切
な
役
目
を
は
た
し
て
い
ま
す
。

＜
正
し
い
計
量
器
を
、
正
し
－
使
っ
て

　
　
　
正
し
く
計
り
ま
し
ょ
う
。

一
－
わ
し
－
は
、
商
工
観
光
課
（
内

　
　
　
線
二
〇
】
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

計量器定期検査実施日程
種 類

天 び ん

捧　　　は　　　か り

等比皿手動はかり
不等比皿手動はかり

台手動はかり

50tをこえるもの24，200円

手旨示iよカ・り　　　（直線目盛）

才旨　　　示　　　は　　　か　　’り

　　（直線目盛以外〉
30t以下　　　　9，000円
40t　　〃　　　　　　　　　10，400ウ

50t　　ウ　　　　　　　　　14，100〃

50tをこえるもの24，200ウ

光電式はかり電気抵抗線式はか　り
手　動　指　示
　　併　用　は か　　り

　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
も

カ
の
の
　
　
　
も

盤
の
肝
論

　
う
超
う
も
　
　
9
を

　
よ
を
よ
の
倣
倣
㎏

　
ひ
ね
ひ
灯
5
1
0
㎜

　
デ
O
f
O

　
カ
0
カ
0

能
量
っ
量
ゆ
量

　
感
－
o
感
－
o
秤
”
”

秤量　100kg以下
〃　　200k　〃
〃　　500kg　ヶ

〃　　　1t　〃
〃　　　2t　〃
〃　　　5t　〃

〃　　10t　〃
〃　　20t　〃
〃　　30t　〃
〃　　40t　〃
〃　　50t　〃

但
し

お
も
り

を

員

ま

ず

秤量　100k以下
〃　　200kg　〃

〃　　500k　〃
〃　　　　1t　〃

〃　　　2t
〃　　　5t　ク

〃　　10t　〃
〃　　20t　〃

金　額
　円300

400

　100
　150
　200
　250
　350
　250
　400
　650
1，050

1，750

3，200

5，100

7，800

9，000
10，400

14，100

100

　200
　350
　600
　800
1，700

3，200

5，000

7，000

　600
　600

250

月日（曜）

9月1日（火）

〃

9月2日（水）

　〃

9月3日（木）

〃

9月4日（金）

〃
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国民年金
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国民年金の加入手続きは

　　　　　　済みましたか
　国民年金は、日本に住んでいる

人で20歳から59歳までの、他の公

的年金制度（厚生年金や共済組合

等）に加入していない人が加入す

ることになっています。

　この制度に加入すれば、歳をと

ったり、障害者や母子世帯などに

なゐたときに、年金を受けて生活

の安定をはかることができます。

　国民年金は、国が責任をもって

運営している制度ですから、物価

があがればそれに伴い、年金額も

自動的に引き上げられますので、

目減りすることはありません。ま

た職を変えたりしても、ほかの年

金と通算されて、掛けた保険料は

無駄になりません。

　加入手続きは簡単です。印鑑を

お持ちのうえ市民課国民年金係ま

たは各出張所においでください。

国民年金証書（福祉）の

　　　　　提出を忘れずに

　福祉年金では毎年、8月分から

の年金を支給するかしないかにつ

いての生存の事実や、一定の所得

があるときに停止される所得制限

などについて確認しています。そ

の審査のため、市役所では毎年1

回「福祉年金定時届」として、福祉

年金を受けている人や、その配偶

者、受けている人を養っている扶

養義務者の方の前年中の所得額な

どを調査するとともに、年金を受

けている皆さんから、国民年金証

書を提出していただくことになっ

ています。この結果については後

日、国民年金証書に記入のうえ通

知されることになっています。

　したがって、8月11日以降、郵

便局で年金の支払いを受けました

ら、国民年金証書を市民課国民年

金係または各出張所に提出してく

ださい。なお、提出時期について

は市役所より本人に通知いたしま

す。また、他の年金制度から年金

を受けている人（公務扶助料を受

けている人は除かれる）について

は、本年改正された年金証書の写

しも同時に提出してください。

航空防除
　イモチ病の航空防除を実施いた

します。散布時間中は、散布地域

周辺で戸外に洗濯物・食物などを

出さないでください。また自動車

に付着しますと落ちにくいので、

すぐに払ってくださいo

　散布時間は、午前5時から10時

まで。天候により変更することも

あります。

〉実施日程

　○第4回　8月11日

　○第5回　8月25日

児鷺蟹苞
　児童扶養手当・特別児童扶養手

当を受けている方は、現況届を年

1回提出しなければなりません。

　期間中に提出しないと手当を受

けられなくなりますので、お忘れ

なく。

〉受付期間　8月11日～8月31日

〉場所　社会福祉事務所

　なお、該当者には葉書で通知い

たします。

、難知壽謝
　　　　　　　　　一
　精神または、身体に重度の障害

があるため、ふだんの生活で常に

介護を必要とする状態にある方の

ために支給される制度です。

＜受給要件＞①身体障害者手帳

！級の全部および2級の一部　②

療育手帳Aの一部　③特別児童扶

養手当及び障害福祉年金の受給者

の一部④その他寝たきり老人

など常時介護を必要とする重度障

害者

　ただし、障害福祉年金以外の廃

疾を事由とする公的年金を受けて

いる場合は、手当は支給されませ

ん。また、所得による制限があり

ます。該当する方は福祉事務所福

祉係（内線139）までどうぞ。

図書館
　夏期開館時間を延長いたしi

ます。

〉期間　7月20日㈲～

　　　　　　　　8月22日〔土）i

＞時間　午前9時～午後6時i

》休館日　毎週日曜日、月末、i

　　　　8月15目

無料法律相談
　　を開設

　市では、このほど弁護士による

無料法律相談を下記により行うこ

とになりまtたので、みなさんお

気軽にご利用ください。

〉日時　8月17日・午前10時から

　　　午後3時まで

》場所　市役所2階相談室

　くわしくは、市民課市民相談係

（内線127）までどうぞ。

“IIIIIIIII巴1旧1圃II曜IllIIIIlIII圏IIIIIIIIIIII

官公庁だより
IIIIIll旧1旧II昌IIIIII随1”II園1旧IIIIl引IIIII

　電話は、全国どこえでもダイヤ

ルですぐっながるようになりまし

た。電話局では、昼も夜も、電話

機や、通信線路，電話交換機、電

源装置などの点検整備に努め、み

なさんの大切なお声を確実におと

どけするよう努力しております。

このように通信施設はみなさんの

貴重な財産でもあります。必要な

時は、いつでも使えるようにする

ためにもみなさんの通信施設を大

切にしてください。

◎道路掘削工事　地下にケーブル

　が埋っています。職員が立合い

　ますので事前に電話局にご連絡

　ください。

◎交通事故　電柱にご注意を一。

◎伐採　倒れる方向に電話線があ

　りませんか？

◎狩猟　発砲のとき、ご注意くだ

　さい。山の中でも電話線が通っ

　ています。

　くわし1は、線路宅内課（智5

－2902一着信無料一）までど
うぞ。

■在宅重度身障者（児）

　　ドライブ招待者募集

　身障者交通安全友の会臼石支部

では、在宅重度身障者（児）のみ

なさんとドライフを行います。気

軽にご参加ください。

＞日時　9月6日1日）・午前9時

レ集合場所　市役所前

＞コース　市役所前～蔵王エコー

　ライン～山形～笹谷峠～青根～

　市役所前

〉参加方法　身障者（児）本人・

　家族付添い者とボランティアの

　3人1組となります。

レ募集人員　10組

》申込期限　8月20日（木）まで

》申込み先　交通安全友の会臼石

支部長本多保一宅（費5－94
　88）か社会福祉事務所（内線

　139）まで申し込んでください。

■山火事予防の標語

　　　　　を募集します

　緑の森林は、国土を保全し、飲

料水や工業用水などをたくわえ、

住宅用材や紙その他の原材料を供

給するほか、心の安らぎと憩の場

を提供してくれるなど、私たち国

民の生活に欠くことのできないい

くつもの大切な役割を果たしてい

ます。このような森林を山火事か

ら予防する運動の一環として、山

火事の恐ろしさとこれの予防及び

森林資源の確保などを強く表現し

た「標語」を募集します。

レ主催　（財）林野弘済会

レ応募資格　中学生・高校生・一

　般人

〉締切期限と作品送付先　56年8

　月31日（当日までに発送された

　もの。）（財）林野弘済会一東京都

　文京’区後楽一丁目7番12号・林

　友ビル6階　〒112　費03－

　816－2471～8
＞応募方法　（ア）中学生・高校生

　の応募者は、郵便葉書（官製の

　もの）1枚に、標語！句と、所

属学校名・学年名・学校所在地

　名・郵便番号・氏名（ふりがな

　をっける。）をはっきり書いてく

　ださい。（イ）一般人応募者は、

郵便葉書（官製のもの）1枚に、

標語1句と、住所・郵便番号・

氏名（ふりがなをつける。）をは

　っきり書いてください。

圏宮城県警察官募集
　「燃やせ青春！県民とともに」

をテーマに57年4月採用の警察官

を募集しております。あなたの若

さと情熱を郷土の治安を守る警察

官にたくしてみませんか。

〔受験のあらまし〕

○受，験区分と採用予定人員

　A区分～約70名

　B区分～約60名

○受験資格

　昭和29年4月2日から昭和39年

4月1日までに生まれた男子の方

対象とし、●A区分～大学卒業者、

または来春3月大学卒業見込み

の方、●B区分～A区分以外の方

O試，験日と場所、試験内容

　●第1次試験　10月4日（日）。

県工業高、石巻・古川・大河原・

築館・迫の各合同庁舎。教養試験，

論（作）文試験、身体・体力検査。

　●第2次試1験　10月28日（水）、

29日（木〉、県警察学校、適性検

査、人物試験、健康診査。

○願書受付

　8月31日（月）～9月19日
（土）

○くわしくは、最寄りの警察署・

　派出所にお問い合わせください。
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　　一〆・η1際㌧磯墨μ

　第二幼稚園の七夕祭が7月7・

8日の2日間盛大におこなわれま

した。園児たちの小さな願いごと

を・したためた、手作りの七夕飾り

を舞台に配して、歌や遊劇を熱演。

祭のあとは、お母さんといっしょ

にミニ七夕飾りを作りました。

休日急患当番医
月　日

8／2

9
16

23

30

内 斗不

柿崎医院（5〉2210

亘理医院（5）8501

大沼医院（5）2502

広瀬医院（5）0238

三ギ甫クリニック（5）6854

トタ 科

加藤（大）医院（514701

刈田病院（5〉2145

堤医院（511181

刈田病院（5）2145

朝倉病院（512101
※都合により変更になる場合もあります。

　　　　　　定例相 談

　貯　l　　l噸
　　　，露ぬ1獅

　わたしたちの郷土宮城県に残る

数多くの史跡や天然記念物・民俗

文化財を直接見て、郷土の歴史を

知ってもらおうと、7月15日文化

財めぐりが開かれました。当日は

40名が参加。市文化財保護委員長

中橋先生の説明で、東北歴史資料

館・瑞巖寺・遠見塚古墳などを見

て回りました。

防ごう非行

助けよう立ち直り

相談区分

人権相談

行政相談

社会保険

相　　談

生活相談

青少年相談

消費生活

相　　談

者
介

　
刀
ロ

齢
糸
　
業

高
職

補聴器
巡　　回
サービス

相談日

17

17

13

17

5・25

痴
燈

17

月
木

　
週

　
毎

　　17
毎週水・木・

　　金

4・18

リオン

　　13・27

ニホン　11

時　問

10＝00～

　15＝00

10：．00～

　15：00

9：30～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　12：00

9：00～

　17：00

10：00～

　15＝00

9：00～

　16：00

10：00～

　14：00

13100～

　14：00

10：00～

　11：00

場　　所

白石市役所

2階相談室

全 上

白石市役所

3階相談室

2階相談室

3階相談室

白石市役所

4　　際
青少年相談

センター

白石市役所

1階消費
卸舌相談室

白石市役所

自石市役所

内 容

結婚、離婚、遺産相

続｛借地借家、雇傭、

差別待遇、強制圧迫、

私的制裁、その他

役所、公社、公団、

公庫などの仕事にっ

いて不満なことや希

望すること

健康保険、船員保険、

厚生年金など

日常生活上の困りご

と

勉強のしかたや悩み
等学習に関すること、

非行又はその恐れの
ある青少年の問題や
悩み等

買物苦情や消費生活

一般

60歳以上の方の職業

斡旋

補聴器の修理、調整

など

※税務相談一8月は休みます。

ノ4


